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日
時　

８
月
30
日
㈰
８
時
30

分
〜
11
時
30
分（
小
雨
決
行
）

メ
イ
ン
会
場　

新
町
小
学
校

訓
練
内
容　

煙
中
通
過
訓
練
、
自
衛

隊
に
よ
る
炊
出
し
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
応

急
処
置
訓
練
、
高
倉
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
・
鶴
ヶ
島
市
消
防
団
に
よ
る
消
火

訓
練
や
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送

な
ど
。

※
備
蓄
倉
庫
・
備
蓄
教
室
が
設
置
さ

れ
て
い
る
各
小
中
学
校
で
は
、
市
職

員
、
自
治
会
役
員
な
ど
に
よ
る
避
難

所
開
設
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項　

当
日
８
時
30
分
頃
よ

り
、
防
災
行
政
無
線
で
訓
練
用
の
地

震
発
生
放
送
や
避
難
指
示
の
放
送
な

ど
を
流
し
ま
す
。
実
際
の
災
害
と
間

違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
放
送
が
流
れ
る
と
、
防
災

ラ
ジ
オ
か
ら
も
そ
の
都
度
放
送
が
流

れ
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

電
気
自
動
車
に
よ
る
給
電
訓
練

を
行
い
ま
す

　

災
害
が
発
生
し
た
際
の
停
電
に
備

え
て
、
西
市
民
セ
ン
タ
ー
を
除
く

各
市
民
セ
ン
タ
ー
と
女
性
セ
ン
タ
ー

に
、
電
気
自
動
車
な
ど
か
ら
電
力
を

供
給
で
き
る
給
電
設
備（
Ｅ
Ｖ
パ
ワ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
停
電
時
で
も
災
害

対
策
本
部
と
各
避
難
所
の
間
で
情

報
の
伝
達
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
時
協
力
事
業
者
と
し

て
埼
玉
日
産
自
動
車
㈱
、
㈱
日
産
サ

テ
ィ
オ
埼
玉
お
よ
び
日
産
プ
リ
ン
ス

埼
玉
販
売
㈱
と
協
定
を
結
び
、
事
業

者
所
有
の
電
気
自
動
車
を
優
先
的
に

貸
与
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
で
は
、
前
記
３
社
協
力

の
も
と
、
電
気
自
動
車
を
使
い
、
給

電
を
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
で
、
職
員
の
給
電
設
備
操
作
の

習
得
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以

降
に
電
気
自
動
車
な
ど
を
購
入
し
た

方
で
、
施
設
へ
の
給
電
に
協
力
し
て

く
だ
さ
る
方
に
対
し
て
、
３
万
円
分

の
「
つ
る
が
し
ま
元
気
ク
ー
ポ
ン
券
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

自
宅
で
も
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

地
震
に
よ
る
被
害
の
多
く
は
、
揺

れ
に
よ
る
家
具
な
ど
の
転
倒
や
落
下

物
に
よ
る
も
の
で
す
。
自
分
の
身
を

守
る
た
め
に
安
全
行
動
を
と
る
訓
練

（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）を
、
鶴
ヶ

島
市
防
災
訓
練
に
併
せ
て
行
い
ま
し

ょ
う
。

日
時　
８
月
30
日
㈰
８
時
30
分
頃

訓
練
内
容

　

市
内
全
域
に
防
災
行
政
無
線
で
、

地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

た
放
送
を
流
し
ま
す（
こ
の
放
送
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
も
流
れ
ま
す
）。

　

市
と
関
係
機
関
が
密
接
に
協
力
し
、
災
害
時
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
第
29
回
鶴
ヶ

島
市
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
災
害
に
よ
る
被
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
訓
練
を
通

じ
て
災
害
時
の
行
動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

問
合
先　
安
心
安
全
推
進
課
防
災
担
当

防
災
訓
練

防
災
訓
練

8
月
30
日（
日
）
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放
送
を
聴
い
た
ら
、
ご
家
庭
や
外

出
先
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
約

１
分
間
、「
①
姿
勢
を
低
く
し
、
②

頭
や
体
を
守
り
、
③
揺
れ
が
収
ま
る

ま
で
じ
っ
と
す
る
」
と
い
う
「
３
つ

の
安
全
行
動
」
を
行
い
ま
す
。

※
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
の
災
害
対
策

家
の
中
の
点
検
を
！

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を
講
ず
る

こ
と
は
、
有
効
で
す
。

　

転
倒
し
た
家
具
が
体
の
上
に
倒
れ

て
き
た
り
、
通
路
を
ふ
さ
い
だ
り
す

る
と
、
避
難
が
遅
れ
る
原
因
に
な
り

ま
す
。
通
路
に
は
家
具
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
、
大
き
な
家
具
な
ど
は
固

定
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
リ
ン
グ
備
蓄
を
！

　

食
料
は
発
災
後
３
日
間
は
自
活
で

き
る
よ
う
に
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
方
法
と
し
て
、

「
ロ
ー
リ
ン
グ
備
蓄
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
食
料
や
飲
料
な

ど
の
非
常
食
を
多
め
に
備
蓄
し
、
普

段
か
ら
非
常
食
を
食
べ
つ
つ
、
な
く

な
っ
た
ら
、
新
し
い
も
の
を
買
い
足

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

避
難
ル
ー
ト
の
確
認
を
！

　

災
害
時
の
避
難
経
路
、
連
絡
手
段

も
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
や
友
人
な
ど

と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
小
中

学
校
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
公
園
な
ど

最
寄
の
避
難
場
所
へ
の
安
全
な
道
順

を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災
害

時
の
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て
は
、

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
、
複
数
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
有
効
で
す
。

 ①姿勢を低く！  ②頭や体を守る！ ③揺れが収まるまで
じっとする！

地震の揺れから身を守る 「３つの安全行動」

災害が起きたら
地震のときは
　大きな地震が発生した時、一瞬の判断が生死を分けることが
あります。パニックを起こさず落ち着いて対応するため、地震
発生時の行動を覚えておきましょう。

気象災害のときは
　台風や大雨などの気象災害は、ある程度予測することが可能
です。必要なときは、テレビやラジオ、インターネットなどで
最新の情報を収集するようにしましょう。
◆台風のとき
・鉢植えや物干し竿などは、強風で飛ばされないようなところ
に移動しましょう。
・道路冠水や浸水の被害を防ぐため、雨水ますの周りに落ち葉
などがたまっていたら、清掃にご協力をお願いします。
◆大雨のとき
・家具や貴重品などを２階などの高い場所に移動させましょう。
・河川や下水路などには、近づかないようにしましょう。

地震が起きたら何をする？
•自分の身を守る
•ドアを開け、逃げ道を確保する地震発生

１～２分

　３分

５～10分

•火元を確認→火が出ていたら初期消火
•家族の安全を確認
•靴を履く（ガラスの破片から足を守る）
•非常持出品を用意する

•隣近所の安否を確認（声をかけ、助け合う）
•余震に注意する

•ラジオなどで正しい情報を得る
•家屋倒壊の恐れがあれば避難する
　→避難時は、落下物やブロック塀、自動販
　　売機などに注意する
•家を出る前に、ガスの元栓を締め、電気の
　ブレーカーを落とす

▶
▶

▶


